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本日の内容 

  １．記録システム開発までのながれ 

 

  ２．記録システム運用の実際 

 

  ３．記録システムの有効性 

 

  ４.今後の課題 



１．記録システム開発までのながれ 



記録システム開発までのながれ 

2008年  4月  愛知県より「肝疾患診療連携拠点病院」指定 

            Ｃ型肝炎の医療費助成開始  

       6月  「肝疾患支援相談票」作成   

            7月     肝疾患相談室開設  

 

2009年   9月  「IL28B」遺伝子多型によるＣ型肝炎治療効果予測

               （Nature Genetics 掲載） 

 

2010年  4月   核酸アナログ製剤の医療費助成開始 

       ６月   新聞取材 

       ７月   「IL28B」遺伝子多型検査 先進医療認可 

             費用22,000円 

       8月   「肝疾患支援相談票」記録システム開発 

    



肝疾患相談室 



開設時に作成した「肝疾患支援相談票」 

この相談票をもとに 
エクセルで集計、月報を
作成、医事課へ提出 

相談項目は、「都道府県
における診察後肝疾患
診療体制に関するガイド
ライン」を参考 

支援項目は業務量に
反映 



年度別相談件数 
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※2008年度は7月～3月の9ヶ月分 
※2012年度は4月～1月の10ヶ月分 

 

３剤併用治療 

Ｃ型肝炎の 
医療費助成開始 

ＩＬ２８Ｂ遺伝子多型に
よる治療予測発表後、

相談が急増 

2500

核酸アナログ製剤の医療費助成開始、 
ＩＬ２８Ｂ遺伝子多型、先進医療認可 

Ｂ型肝炎訴訟 

８月記録
システム
開発 

相談件数が増え、集計と月報
の作成が困難になった。 



２．記録システム運用の実際 



肝相談支援システム 

肝相談支援システムを開く 



 

肝相談支援システムの初画面相談票基本フォーム 

患者
背景 

相談区分・
内容 

支援
内容 

相談内容 

対応 



次の 
相談票 

前の 
相談票 

肝相談支援システムの相談票基本フォーム  

③相談時間を入力すると受付Ｎｏ．が表示される。 

②相談日は当日が表示される。日付を
変更する場合はカレンダーで変更する。 

④相談票基本フォームの１～11の
項目についてチェック（重複）する。 

⑤相談内容・対応について入力する。 

相談票の入力が終
わったら相談票を出
力する。 

クリック 

①新規登録をクリック 



肝相談支援システムの月別統計 

月初めに月別統計で、 
前月分を集計 

クリック 



肝相談支援システムの月別統計 

パラメーターに累計月を 
入力（例：2012/12）して 
ＯＫをクリック、月別統計
フォームを表示 



クリック 

肝相談支援システムの月別統計 



肝相談支援システムの月別統計 

①月別統計の一覧表が出力 

②その月にどの相談が多かった
か一目でわかる。 

③項目のチェックもれがわかる 



クリック 

肝相談支援システムの業務月報 



業務月報１枚目 



業務月報２枚目 



業務月報３枚目 



業務月報４枚目 



肝相談支援システムの月別統計フォーム 

クリックして基本画面に戻る 



３．記録システムの有効性 



記録システムの有効性 
 

１．入力しやすい 

２．集計が容易 

３．統計処理も可能 

４．相談内容の傾向が見える→内容の準備 

  ができる 

５．情報の共有 

  →印刷して専門医による確認実施 

６．前回の相談内容の把握がしやすい 



４．今後の課題 



今後の課題 

１．相談項目の見直し 

 

 

２．システムの共有 




